
で
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
が
後
進
を
励
ま
す
時
に
用
い
た
言
葉
「
ト
ラ
ヴ
ァ
イ

エ
、
ト
ラ
ヴ
ァ
イ
エ
」
は
、
正
に
そ
の
実
践
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、

か
っ
て
衛
生
学
校
室
コ
ル
・
ド
・
サ
ン
テ
）
の
フ
ル
ク
ロ
ワ
が
言
っ
た

言
葉
「
読
む
こ
と
は
少
な
く
、
見
る
こ
と
と
為
す
こ
と
を
多
く
」
は
、

フ
ラ
ン
ス
医
学
精
神
を
強
固
に
裏
打
ち
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

最
後
の
「
失
語
症
巡
礼
」
は
、
ポ
ー
ル
・
ブ
ロ
ー
カ
、
マ
ル
ク
・
ダ

ク
ス
、
ジ
ャ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
ト
・
ブ
ィ
ョ
ー
の
三
人
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
が
こ
こ
の
編
で
注
目
す
べ
き
は
、
本
論
と
は
別
に
、
三
人
の
足
跡

を
探
し
求
め
よ
う
と
し
た
著
者
の
心
と
そ
の
姿
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
い
ず
れ
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
著
者
が
パ
リ
留
学
中
実
際
に
訪

れ
た
医
学
史
の
旅
の
ロ
マ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
著
者
が
言
わ
ん

と
し
た
こ
と
は
、
な
る
ほ
ど
三
人
の
足
跡
を
巧
み
な
文
章
で
述
べ
て
い

る
が
、
い
か
に
表
現
し
て
も
表
現
し
つ
く
せ
な
い
著
者
の
自
分
の
追
い

求
め
る
心
を
追
い
求
め
た
激
情
に
近
い
叫
び
で
あ
ろ
う
。
彼
等
を
育
ん

だ
町
、
学
ん
だ
場
所
、
そ
し
て
彼
等
の
眠
る
土
地
に
行
き
、
そ
う
し
て

そ
こ
に
立
ち
、
形
な
き
も
の
を
見
る
と
同
時
に
、
言
わ
ず
し
て
語
り
か

け
て
く
る
声
を
聞
く
そ
の
行
為
自
体
は
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
著
者
の
願
い

で
あ
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
黒
い
髪
を
し
た
日
本
人
等
み
た
こ
と
も
な
い

南
仏
の
町
ソ
ミ
エ
ー
ル
で
、
マ
ル
ク
・
ダ
ク
ス
の
生
家
を
訪
れ
た
時
の

著
者
の
言
葉
「
ま
さ
に
感
無
量
で
あ
っ
た
。
道
を
そ
れ
て
こ
こ
ま
で
や

っ
て
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
は
、
著
者
の
姿
が
目
に
み
え
る
よ
う
で
、

フ
ラ
ン
ス
医
学
史
を
地
で
行
く
新
鮮
な
ロ
マ
ン
と
香
り
と
躍
動
感
を
感

じ
さ
せ
る
。

最
後
に
若
い
医
師
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
は
「
あ
と
が

著
者
は
信
州
大
学
農
学
部
家
畜
解
剖
学
教
授
で
こ
の
た
び
定
年
を
迎

え
ら
れ
、
本
書
は
退
官
記
念
論
文
を
兼
ね
て
の
刊
行
と
な
り
、
同
学
の

徒
と
し
て
欣
び
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

獣
医
史
学
は
学
会
が
設
立
さ
れ
て
二
十
周
年
、
こ
の
た
め
医
史
学
会

を
兄
と
し
て
仰
ぎ
研
讃
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
が
、
一
方
個
々
の
分
野

で
も
松
尾
氏
の
如
く
医
史
学
と
の
関
連
を
保
持
し
な
が
ら
、
秀
れ
た
業

績
を
お
さ
め
て
い
る
人
々
も
多
い
。

藺
馬
医
菊
池
東
水
は
江
戸
後
期
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
獣
医
解
剖

害
「
解
馬
新
書
』
を
著
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の
表
題
の
如
く
杉
田
玄
白

ら
が
翻
訳
し
た
「
解
体
新
聿
二
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
序
文

の
次
ぎ
に
記
載
す
る
引
用
書
目
の
筆
頭
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
内
容
は
蘭
学
の
素
養
師
に
優
る
と
称
さ
れ
た
大
槻
玄
沢
が
筆
を
加

き
」
で
あ
る
。
こ
の
本
の
上
梓
は
、
「
こ
の
日
本
に
、
医
者
で
あ
り
な
が

ら
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
を
勉
強
す
る
よ
う
な
人
が
い
た
の
か
」
と
い
う
著

者
自
身
の
新
鮮
な
驚
き
か
ら
発
し
た
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
本
書
は
、

著
者
が
青
春
に
出
く
わ
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
の
か
か
わ
り
の
結
晶
と
い
え

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
清
水
陽
人
）

〔
岩
波
書
店
・
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
電
話
○
三
’

三
二
六
五
’
四
一
二
、
一
九
九
一
年
、
一
九
三
頁
・
二
○
○
○

円
〕

松
尾
信
一
編
・
著
「
解
馬
新
書
の
調
査
研
究
」
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え
て
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
出
版
し
た
「
重
訂
解
体
新
書
」
に
拠
っ

て
い
る
。
杉
田
玄
白
を
盟
主
と
す
る
江
戸
藺
学
者
グ
ル
ー
プ
は
長
崎
通

訶
派
の
阿
藺
陀
学
を
好
ま
ず
（
？
）
た
と
え
ば
長
崎
大
通
詞
今
村
市
兵
衛

英
生
と
Ｈ
・
Ｊ
・
ケ
イ
ズ
ル
が
幕
府
命
に
よ
り
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）

に
全
訳
し
た
藺
語
版
馬
医
害
悪
四
ａ
⑦
ｇ
①
①
号
○
鼻
の
史
実
に
も
触
れ

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
大
槻
玄
沢
は
藺
馬
医
学
に
深

い
理
解
を
示
し
、
藺
方
馬
医
（
蘭
医
藺
馬
医
と
名
乗
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
藺

学
者
た
ち
の
兼
職
で
あ
る
が
）
と
の
交
流
、
更
に
「
編
馬
訳
説
』
「
西
説
伯

楽
必
携
」
等
の
馬
医
学
書
も
著
わ
し
て
い
る
。

松
尾
氏
は
『
解
馬
新
書
の
研
究
調
査
」
を
次
の
順
序
で
構
成
さ
れ
て

い
ス
毛

第
一
章
、
本
文
、
内
外
諸
図
（
解
剖
図
）
二
十
二
葉
、
門
人
の
追
記
（
全

編
漢
文
）
ま
で
の
復
刻
（
底
本
の
写
真
版
）

第
二
～
第
三
章
、
本
書
刊
行
の
頃
（
幕
末
期
）
の
時
代
的
背
景
か
ら
始

ま
る
松
尾
氏
の
長
年
に
わ
た
る
調
査
追
跡
の
記
録

第
四
章
、
復
刻
さ
れ
た
本
文
の
内
容
解
説

第
五
章
、
『
解
馬
新
聿
二
が
引
用
し
た
文
献
は
、
次
の
十
五
書
目
と
な

っ
て
い
る
。

一
、
解
体
新
書
二
、
医
範
提
綱
三
、
眼
科
新
書
四
、
眼
科
錦

妻
五
、
解
臓
図
六
、
馬
術
叢
説
七
、
馬
経
大
全
八
、
施
毛
全

集
九
、
相
瞳
鑑
十
、
医
馬
脈
穴
度
考
十
一
、
躯
黄
物
色
説
十

二
、
司
牧
安
駿
集
十
三
、
調
息
伝
十
四
、
西
説
伯
楽
必
携
阿
藺

陀
馬
害
十
五
、
本
草
綱
目
一
六
、
附
図

一
～
五
、
人
体
医
学
害
六
～
十
四
、
馬
関
係
医
書
十
五
、
漢

方
薬
学
害
で
あ
る
。

第
五
章
の
引
用
書
目
調
査
研
究
は
、
松
尾
氏
が
と
く
に
力
を
尽
く
さ

れ
て
い
る
如
く
拝
読
し
た
。
十
五
部
全
巻
な
ら
び
に
附
図
等
す
べ
て
底

本
の
収
集
ま
た
は
所
蔵
本
の
閲
覧
（
復
刻
写
真
）
を
経
て
の
解
説
で
あ
り
、

な
か
で
も
藺
害
翻
訳
の
『
西
洋
馬
術
叢
説
』
と
「
西
説
伯
楽
必
携
」
、
中

国
馬
医
学
の
名
著
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る
「
馬
経
大
全
」
等
は
医

史
学
研
究
各
位
の
御
参
考
に
な
る
点
も
多
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

世
情
騒
然
の
幕
末
嘉
永
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
わ
が
国
初
の
単
行
家

畜
解
剖
書
『
解
馬
新
書
』
は
間
も
な
く
勃
発
し
た
明
治
維
新
に
お
け
る

近
代
獣
医
学
教
育
導
入
方
針
の
も
と
で
、
他
の
日
藺
文
献
折
衷
で
作
ら

れ
た
江
戸
期
の
多
く
の
書
物
と
同
様
に
そ
の
席
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
菊
池
東
水
の
伝
記
は
さ
ら
に
暗
く
生
年
と
没
年
が
現
在
不
明
の

ま
ま
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
後
輩
と
し
て
哀
惜
の
念
深
い
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
松
尾
氏
は
東
水
は
『
解
馬
新
書
」
の
他
に
五
編
の

馬
学
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
一
生
は
秀
れ
た
学
究
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
称
え
た
い
。

「
解
馬
新
書
の
調
査
研
究
」
の
結
び
は
、
著
者
が
家
畜
解
剖
学
専
攻

教
授
の
立
場
か
ら
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
た
資
料
史
料
を
引
用
し
て

家
畜
解
剖
小
史
を
編
纂
さ
れ
、
東
洋
西
洋
の
古
解
剖
学
を
源
流
と
し
て

世
界
の
動
物
解
剖
学
の
歩
み
が
明
治
初
期
ま
で
興
味
深
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
種
々
の
分
野
で
の
医
史
学
獣
医
史
学
の
提
携
研
究
は
、
将
来
新

し
い
史
実
の
発
掘
を
招
来
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
願
い
を
こ
め
て
の
本
吉
の
紹
介
が
で
き
た
な
ら
幸
甚
で
あ

プ
（
》
○
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齢
八
十
を
超
え
て
な
お
豊
饒
な
著
作
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
著
者

の
第
三
随
筆
集
で
あ
る
。
初
出
が
昭
和
五
十
年
代
の
文
章
も
あ
る
が
、

大
部
分
は
元
号
が
平
成
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
三
十
篇
に
近
い
文
章
の
主
題
は
、
前
二
著
と
同

様
、
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
。
頁
数
か
ら
言
っ
て
も
、
短
い
も
の
は
一
頁

か
ら
長
い
も
の
は
四
十
頁
を
越
え
る
文
章
ま
で
い
ろ
い
ろ
で
、
そ
の
中

間
に
、
寛
い
だ
散
策
の
趣
を
持
っ
た
鎌
倉
随
想
や
、
医
史
学
・
漢
詩
文

ほ
か
に
関
係
の
あ
る
多
彩
な
エ
ッ
セ
イ
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
右
に
挙
げ
た
最
も
長
く
読
み
ご
た
え
も
あ
る
の
が
、
「
森
鴎
外

と
富
士
川
浦
」
と
題
す
る
論
考
で
あ
る
。

鴎
外
は
富
士
川
（
著
者
は
こ
こ
で
先
考
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
）
よ
り
も
三

歳
年
長
で
、
富
士
川
が
広
島
か
ら
上
京
し
て
中
外
医
事
新
報
社
員
に
な

っ
た
翌
年
（
明
治
二
十
一
年
）
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
し
て
間
も
な
く
陸

軍
軍
医
学
校
教
官
に
補
せ
ら
れ
、
二
十
二
年
に
は
「
東
京
医
事
新
誌
」

の
編
集
主
任
に
な
っ
た
。
鴎
外
は
直
接
間
接
に
富
士
川
と
接
触
を
持
ち

な
が
ら
も
、
初
期
に
は
彼
の
こ
と
を
単
に
「
中
外
医
事
新
報
記
者
」
と

の
み
記
録
し
て
い
る
。

（
坂
本
男
）

〔
日
本
中
央
競
馬
会
馬
事
部
・
東
京
都
千
代
田
区
虎
ノ
門
四
’
三
ｌ

一
城
山
Ｊ
Ｔ
森
ビ
ル
三
一
階
、
電
話
○
三
’
三
五
九
一
’
五
二
五

一
、
一
九
九
○
年
、
Ｂ
５
判
・
二
五
○
頁
〕

富
士
川
英
郎
著
『
讃
書
間
這
」

１
１

非
イ
ー
テ
／
一
口
田

，
ｌ
ｊ
１
Ｊ

貢
献
シ

を
寄
せ

又
筈
史
學
一
一
精
シ
ク
、
早
ク
既
二
日
本
書
學
史
ノ
撰
著
二
手
ヲ
着
ケ
ラ

レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
記
し
た
が
、
「
鴎
外
全
集
』
に
は
鴎
外
が
通
史
と

し
て
の
日
本
筈
學
史
に
着
手
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

つ
い
で
、
著
者
は
鴎
外
が
陸
軍
省
医
務
局
長
時
代
の
大
事
業
で
あ
っ

た
臨
時
脚
気
病
調
査
会
へ
の
富
士
川
の
参
画
な
ど
を
記
述
し
た
あ
と
、

大
正
四
年
以
降
鴎
外
が
そ
の
史
伝
の
執
筆
に
当
っ
て
、
富
士
川
に
問
い

合
せ
の
書
簡
を
送
り
、
ま
た
直
接
に
訪
問
し
、
更
に
は
多
く
の
資
料
を

借
覧
し
た
様
子
を
、
鴎
外
の
日
記
・
書
簡
や
富
士
川
の
編
著
な
ど
に
基

い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
論
考
は
、
大
正
中
期
に
小
学
生
だ
っ
た
著
者
が
、
父
君
に
伴
わ

れ
て
乗
っ
た
東
京
市
電
の
中
で
鴎
外
と
乗
り
合
せ
て
、
二
人
が
愉
し
げ

に
談
笑
す
る
の
を
見
つ
め
て
い
る
場
面
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
起
筆
が
鴎
外
・
富
士
川
の
双
方
を
詠
み
込
ん
だ
川
柳
の
引
用
で
あ
る

の
と
相
俟
っ
て
、
本
来
な
ら
堅
苦
し
く
な
り
勝
ち
な
論
考
を
吊
且
号
庁

な
も
の
に
す
る
著
者
の
配
意
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
書

を
一
貫
す
る
著
者
の
文
体
は
平
淡
で
、
修
辞
へ
の
苦
辛
の
跡
を
留
め
な

い
の
が
こ
の
著
者
の
修
辞
だ
と
言
い
た
い
く
ら
い
で
あ
る
が
、
こ
の
市

著
者
は
富
士
川
・
鴎
外
双
方
の
記
憶
違
い
を
訂
正
し
な
が
ら
、
そ
の

頃
か
ら
の
両
者
の
関
係
を
丹
念
に
跡
づ
け
る
が
、
そ
れ
は
富
士
川
が
医

史
学
者
と
し
て
顕
れ
る
に
伴
っ
て
変
化
し
て
行
き
、
や
が
て
三
十
七
年

に
出
版
さ
れ
た
「
日
本
書
學
史
一
に
、
鶉
外
は
「
學
者
若
シ
此
害
ヲ
播

さ
れ
た
「
日
本
書
學
史
」
に
、
鴎
外
は
「
學
者
若
シ
此
害
ヲ
播

士
川
氏
ノ
眞
ノ
良
史
ダ
ル
所
以
ヲ
知
ラ
バ
又
実
ゾ
其
ノ
害
界
ニ

タ
ル
コ
ト
ノ
大
ナ
ル
ヲ
疑
ハ
ン
是
ヲ
序
卜
爲
ス
」
で
終
る
序
文

る
に
至
る
。
一
方
で
富
士
川
は
同
書
の
奥
書
で
「
森
博
士
ハ
…
…
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